







The Kumano-Kanjin Jikkai Mandala and Its Roots (VIII):
Examination on Ogurisu’s Classification Framework of the Historical














































Ⅵ 浄土寺本（三重県）・西福寺本（京都府）* 2 Ⅶ 阿弥陀寺本（香川県） 3





















































































分析番号 名称 系統 形式












































41 正覚寺本（和歌山県） 丙 Ⅺ




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































分析番号 名称 系統 形式
1 興善寺本（滋賀県） 甲 Ⅰ ＩA
2 日本民藝館本（東京都） ⅠB











41 正覚寺本（和歌山県） 丙 Ⅺ
16 貞観寺本（三重県） 乙 Ⅵ ⅥA
14 後藤家本（新潟県） ⅥB
15 浄観寺本（愛知県）
19 阿弥陀寺本（香川県） Ⅶ ⅦA
17 浄土寺本（三重県） ⅦB
18 西福寺本（京都府）
20 長学院本（山形県） Ⅷ Ⅷ
21 安養寺本（岡山県）






















分析番号 名称 系統 形式













41 正覚寺本（和歌山県） 丙 Ⅺ
14 後藤家本（新潟県） 乙 Ⅵ ⅥA
15 浄観寺本（愛知県） ⅥB
16 貞観寺本（三重県）
19 阿弥陀寺本（香川県） Ⅶ ⅦA
17 浄土寺本（三重県） ⅦB
18 西福寺本（京都府）
20 長学院本（山形県） Ⅷ ⅧA
21 安養寺本（岡山県） ⅧB
22 宝泉院本（三重県）








40 西大寺本（奈良県） Ⅹ ⅩA
31 正念寺本（奈良県） ⅩB
32 長保寺本（岐阜県） ⅩC
33 西念寺本（三重県）
34 持宝院本（兵庫県）
35 大円院本（山形県）
36 福聚寺本（愛知県）
37 兵庫県立歴史博物館本（兵庫県）
38 大円寺本（三重県）
39 宝満寺本（滋賀県）
注） 変数３・6・21・23・24・26・33・36・37・38に，変数９・17
を加えた分析
表４　階層的クラスター分析による定型諸本の分析
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宮　川　充　司
─　　─21
熊野観心十界曼荼羅とそのルーツ（Ⅷ）
のから他の乙形式Ⅶ・Ⅷ・Ⅸ形式の流れと並行するものとして分岐している，もしくは②
甲系統から直接分岐し，乙系統Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ・Ⅸの流れと並行する別の流れで展開していっ
たのではないかというような解釈も可能であろう。その他，40変数・32変数の分析と同
様に，乙系統の各系統はそれぞれ２～３ステップでの展開が区別できるのではないだろう
か。この点ごくわずかではあるが微修正が必要であるものの，やはり大筋では小栗栖
（2011）の分類枠を傍証するものといえるのではないだろうか。32変数での分析と同様に，
この12変数での分析による最小限度の分類枠の修正を試みたものを表４の②に示す。
　本研究の階層的クラスター分析の適用が，どの程度有効性を持っているかは，なお慎重
な検討が必要である。こうした統計的な分析は，適用する分析モデルや採用する変数の性
質等によっても結果が大きく異なることがありえるので，別の分析手法で，小栗栖による
夥しい労力と時間をかけた精密な分析を，傍証的に検証したものに過ぎないと考えておく
べきだろう。熊野観心十界曼荼羅定型諸本の分類については，他の質的研究の成果との整
合性こそが重要であるので，なお総合的な検討こそが研究の発展を導いていくために重要
であるだろう。
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